
A︓ 脳卒中後のリハビリテーションの⽬的は主に3つあります。脳の機能を回
復させること、残された機能を強化すること、⽣活する環境を整えること
です。脳の機能を回復させるために、⼀般的には⿇痺した⼿や脚の運動を
⾏います。しかし、⿇痺が⼗分に回復しない場合もあり、お箸を使ったり
ドアノブを握るといった⽇常⽣活動作の練習では⿇痺していない⼿を使⽤
して練習を⾏い、残された機能を最⼤限活⽤し強化します。

更に⽇常⽣活が⾃宅で⾏えるようにするため、環境を整えることも⾏いま
す。例えば、症状が重く⾞椅⼦での⽣活になった時には、住宅改修を⾏い
ます。⾜が地⾯に引っ掛かり歩きにくい場合、適切な装具の選定を⾏いま
す。

どのようなリハビリテーションを⾏うかは、患者さん毎に異なり、各医療
者が患者さんの評価を⾏った後に医療者間で連携を取り、各患者さんに適
したリハビリテーションを⾏います。

A︓ 無理のない範囲で⼀⽇に数回は⼿や腕、脚を動かしましょう。歩ける⽅や
⽴ち上がりが出来る⽅は、⼀⽇の⽣活の中で歩くことや⽴ち上がることを
⾏いましょう。
脳卒中の重症度や症状は様々であるため、可能であればリハビリテーショ
ンの医療者と相談しながら⼀⽇のリハビリテーションの量を決めることを
お勧めします。

A︓ リハビリテーションで医療者に教えられたことを継続して⾏うことが⼤事
です。脳卒中の重症度や症状は様々であるため、個別に教えられたリハビ
リテーションを⾏うことをお勧めします。

リハビリテーションについて【脳卒中】

Q︓脳卒中後のリハビリテーションはどのようなことをしますか︖

Q︓⼀⽇にどのくらいの時間リハビリテーションを⾏えば良いですか︖

Q︓家庭ではどのような運動をすれば良いですか︖



A︓ まずは飲み込みに関係する筋⾁や咳の⼒を鍛えましょう。また、⽔分には
とろみをつける、⾷事の内容を飲み込みやすい柔らかい物に変更する、な
ど⾷べ物にも気をつけることが⼤切です。嚥下障害の重症度によっては、
⾷べるときの姿勢を⼯夫することも必要です。
⼝の中はいつも清潔にすることを⼼がけ、⼊れ⻭も含めて⻭や⼝の中の状
態を定期的にかかりつけ⻭科医院に診てもらいましょう。嚥下外来を受診
すると、ご⾃分に合った嚥下体操、⾷事内容などを指導してもらえます。

A︓ 脳卒中の後遺症として、⾝体の⿇痺だけではなく⾔葉や記憶などの障害が
出ることが多く⾒られます。このような障害もリハビリテーションによっ
て改善が図れたり、⽣活上の⼯夫について指導をうけることができます。
これらの障害は、⼀般に、⾝体の⿇痺よりも時間をかけて改善すると⾔わ
れています。焦らずゆっくりとリハビリを続けましょう。

A︓ はっきりと決められた運動がある訳ではありません。しかし、最近は脳卒
中の再発リスクを減らすために⼀⽇の中で座る時間を短くしたり、⼀⽇に
活動する量を増やすことが推奨されています。
⼀⽇の中で安全に⼗分考慮した上で軽い運動を習慣づけることをお勧めし
ます。

A︓ 脳卒中の場合は症状の重症度が様々です。数⽇で症状が分からなくなって
しまうごく軽症の場合もあれば、重篤な後遺症が⼀⽣涯残る場合もありま
す。そのため⼀般的な期間は決められませんが、⽬標を医療者と共有し、
その⽬標を⼀つ⼀つ達成するようリハビリテーションを継続していくこと
が⼤切です。

Q︓嚥下障害がありますが、家庭ではどのようなことに注意すれば良いですか︖

Q︓⾔葉や記憶の障害もリハビリテーションをした⽅が良いですか︖

Q︓脳卒中の再発予防にはどのようなことをすれば良いですか︖

Q︓脳卒中後のリハビリテーションいつまで⾏えば良いですか︖



A： 現在の医療制度では、診断名により医療機関でリハビリテーションが受け
られる期間が決まっています。脳卒中の場合は発症より180⽇が上限と
なっています。
その期間を過ぎてもリハビリテーションが必要な場合には、医療保険から
介護保険のリハビリテーションサービスなどに移⾏する事などが考えられ
ます。主治医にご相談下さい。

A： 仕事で必要とされる⼼⾝機能は多種多様です。担当の医療者にご相談頂
き、ご⾃⾝のお仕事にどんな⼼⾝機能が要求され、復職するためにはどの
様なリハビリテーションが必要なのかを評価してもらい、ご⾃⾝に合った
治療計画を⽴ててもらいましょう。

Q︓リハビリテーションの期限は決まっていますか︖

Q︓仕事に復帰するためには、どのようなリハビリをしたら良いですか︖


